
生涯学習課  ☎ 227－6117

令和９年成人式～二十歳のつどい～
お知らせ

೔ɹ࣌　ྩ࿨̕೥݄̍ ��日  �4��� ։ࣜ
৔ɹॴ　จԽձ館フΥルς
ରɹ৅　�ฏ੒ �8೥݄̐̎日ʙฏ੒ �9೥݄̐̍日にੜまれたਓで
　　　　ᶃྩ࿨̔೥ ��݄̍日ࡏݱɺ市に住民ొ࿥の͋るਓ
　　　　ᶄྩ࿨̔೥ ��݄̎日Ҏ߱に市಺にసೖしたਓ
　　　　ᶅֶۀɺࣄ࢓なͲで市֎にసग़したਓでࣜ΁のࢀՃをر๬するਓ
　　　　˞ᶄɺᶅのਓ͸ೋ࣍ݩίーυΑりࢀՃਃしࠐみがඞཁです。
ͦͷଞ　ট଴ঢ়のൃૹ͸ ��݄中०の༧ఆです。

ਃしࠐみ͸こͪら⾣

介護長寿課  ☎ 227－6067

敬老福祉金の贈呈
お知らせ

対象者 支給金額 贈呈時期年齢 生年月日 要件

88 ࡀ ত࿨ �2೥݄̏̕日ʙ
ত࿨ �3೥݄̎̕日

ྩ࿨̔೥݄̍̕日に͓͍ͯɺ̍೥Ҏ্
ଓしͯ市಺に住ॴを༗するਓܧ ̎ສԁ ݄̕にଃఄのҊ಺を

ૹ෇します。

ࡀ��� 大ਖ਼ ��೥݄̐̎日ʙ
ত࿨��̎೥݄̐̍日 ஀ੜ日に͓͍ͯɺ̍೥Ҏ্ܧଓしͯ市

಺に住ॴを༗するਓ
��ສԁ

஀ੜ日Ҏ߱にɺ市͔
らଃఄします。

Ҏ্ࡀ��� 大ਖ਼ ��೥݄̐̍日Ҏલ ̍ສԁ

　௕णをॕ෱するとと΋にܟ࿝のҙをදすたΊɺ௕೥ࣾձにݙߩしたօさΜ΁ܟ࿝෱ۚࢱをଃఄします。
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総務課  ☎ 227－6051

市総合防災訓練
お知らせ

９月 27日㈰ 8:00 に開始します。（市内全域でサイレンが鳴ります。）
　防災行政無線、ほっとHOTメールののいち、Yahoo! 防災速報など
で訓練開始を知らせますので、次のとおり訓練を実施してください。
①「しゃがむ、隠れる、じっとする」の安全行動をとる。（約１分間）
②家庭でできる防災対策を行う。
③町内会が実施する独自訓練に参加する。
④�拠点避難所での訓練に参加する。（今年度から全拠点避難所で「避難
所管理システム」による受付訓練を始めます。）

※�②、③については各町内会、④については各拠点避難所で内容を決定
しますので、回覧板やチラシを確認してください。

災害情報を収集するには…
◀ほっとHOTメール
　ののいち登録方法

Yahoo! 防災速報　
登録方法▶

防災行政無線の直前の放送内容は、
防災行政無線情報ダイヤルから
☎ 246－1000

９月 30 日㈬までに土木課  ☎ 227－6086

除雪業者の募集
募集

対　　象　市内で除雪作業のできる事業者、団体や法人 (市内または近隣市内に拠点を有すること )
募集要件　・自社保有またはリースによる機械で除雪を実施することを原則とします。
　　　　　　※自社で機械を準備できない場合は土木課に相談してください。
　　　　　・12月 1日～ 3月 31日の期間、市の要請により除雪を実施してください。
　　　　　・車道除雪の場合、機械の運転に必要な免許などを所有するオペレーターを確保してください。
　　　　　・歩道除雪で小型除雪機を使用する場合、免許は不要です。
　　　　　・賠償責任保険に加入してください。

警戒レベル４までに必ず避難！

総務課  ☎ 227－6051　／　土木課  ☎ 227－6023

新たな防災気象情報の運用を開始
お知らせ

詳細は　
気象庁ホームページ▶

レベル２
注意報

ハザードマップなどで災害リスクを再確認する。市か
ら発表される避難情報の把握手段を再確認する。

レベル１
早期注意情報 災害への心構えを一段高める。

レベル４
危険警報 危険な場所から全員避難する。

レベル３
警報

避難に時間がかかる高齢者などは避難する。それ以外
の人も避難の準備や自主避難する。

●いつ逃げる？レベルで判断！
すでに安全な避難ができず、命が危険な状況。今いる
場所よりも安全な場所へ直ちに移動する。

レベル５
特別警報

　5月 29日から新たな防災気象情報の運用が開始されました。河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮の警報や
注意報などが、避難行動に対応した5段階の警戒レベルの数字と合わせて発表されます。発表された際には、
大雨による災害危険度が 5段階の色で分かる天気マップ（キキクル）や河川の水位情報などを用いて自ら避
難の判断をしてください。避難所開設などの情報は市からの発信を確認してください。

警戒レベル
警戒レベルに相当する気象庁などの情報

河川氾濫 大雨

５ レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

４ レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

３ レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

２ レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

１ レベル１早期注意情報

※野々市市には土砂災害、高潮の防災気象情報はありません。
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子育て支援課  ☎ 227－6076　または各保育園・認定こども園

令和９年度

保育所・認定こども園入園申し込み
お知らせ

受付期間　９月 16日㈬～ 30日㈬（土曜午後、日曜・祝日、行事日を除く。）

認定区分 対象となる子ども 利用できる市内の施設

１号 満３歳以上の就学前の子ども
（２号認定を除く） 認定こども園

２号 満３歳以上で保護者の就労などに
より、保育を必要とする子ども

保育所、認定こども園
３号 満３歳未満で保護者の就労などに

より、保育を必要とする子ども

市ホームページ▶

教育・保育給付認定～認定の種類～
　保育所などの利用にあたっては、教育・保育の必要性に応じた「教
育・保育給付認定」を受ける必要があります。

申し込み
　９月10日㈭以降に第１希望の施設で「教育・保育給付認定申
請書（兼施設利用申込書）」を受け取り、受付期間内にその施
設へ必要書類とともに提出してください。
※�希望者が施設の定員を超えた場合、希望の施設を利用できな
いことがあります。
※�入園の決定は２月中に通知する予定です。年度の途中に入園
する場合は、入園の前月中頃に通知します。
※�市外の施設を希望する場合は、受付期間中に子育て支援課に
相談してください。
※マイナポータルのぴったりサービスも利用できます。

※１号認定の選考基準は各施設に問い合わせてください。
※２・３号認定は先着順ではありません。
※２・３号認定を受ける人は、保育必要量によって「保育標準時間」と「保
育短時間」に区分されます。
※幼稚園の申し込み時期・方法は、各幼稚園に問い合わせてください。

令和９年度中に産後・育児休業から職場復帰し途中入園を希
望する人も、必ず今回の受付期間中に申し込んでください。
年度途中に入園を申し出た場合、空きがなく入園できないこ
とがあります。

募集保育所・認定こども園 ※内容は変更になる場合があります。

▶保育園　対象年齢：０～５歳児（中央保育園を除く）

施設名 予定定員 電話番号 所在地（受付場所） 開所時間
平日 土曜日

公
立

中央保育園（０～２歳児クラスのみ） 60 248-0240 本町三丁目２-22

7:15～
19:00

7:15 ～
18:00

富奥保育園 100 248-0828 中林五丁目30

押野保育園
（令和 10年度から改修工事開始） 160 248-0343

押野三丁目115（令和 10年 3月ごろから
旧あすなろ保育園（御経塚五丁目 30）を
使用予定）

御経塚保育園
（令和 9年度から改修工事開始） 111 248-0181

御経塚一丁目288（令和 9年 3月8日㈪
から旧あすなろ保育園（御経塚五丁目30）
を使用予定）

　詳しくは市ホームページまたは各施設のホームページを確認してください。

▶認定こども園　対象年齢：０～５歳児

施設名 予定定員 電話番号 所在地（受付場所） 開所時間
１号 ２・３号 平日 土曜日 日曜・祝日

私
立

アリスこども園 15 130 294-2525 二日市五丁目332

7:00～
19:00

7:00 ～
18:00

8:30～17:30
幼保連携型認定こども園　ふじひらこども園 6 114 246-1181 藤平 142
幼保連携型認定こども園　和光 10 200 248-6250 扇が丘 15-５
ほのみこども園 10 120 248-7000 新庄三丁目145
幼保連携型認定こども園　エンジェル保育園 10 125 248-2888 本町六丁目22-１
幼保連携型認定こども園　あわだこども園 8 122 246-3737 粟田五丁目330
ヴィテンSMCこども園 15 215 248-6210 横宮町 67-９
なごみこども園 10 120 248-3000 押野一丁目352
ミドリ富陽こども園 15 94 225-5640 中林二丁目67-１
幼保連携型認定こども園　美郷保育園 10 100 246-3320 郷一丁目102 7:00～19:00
ほりうちこども園 6 124 248-2320 堀内四丁目160

7:15～
19:00

7:15 ～
18:00つばきこども園 5 125 248-1155 太平寺一丁目302

幼保連携型認定こども園　はくさん保育園 12 228 248-4337 白山町４-２
認定こども園　青竜第二幼稚園 51 74 248-5656 上林三丁目167 7:30～18:30
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詳細・申し込みはこちら▶

10 月９日㈮までに二次元コード 白山市商工課  ☎ 274－9542

白山市・野々市市合同企業説明会
お知らせ

　地元での就職を希望する人を対象に企業説明会を開催します。職場の雰囲気などの生の声を聞くことで企
業をより身近に感じられます。今回から高校生・保護者も対象です。
日時　10月 31日㈯ 10:00 ～ 15:30
場所　松任文化会館ピーノ（白山市）
対象　大学・高校などの学生とその保護者、就職活動中の既卒者
特典　�事前申し込みの上、３社以上のブースを訪問し、アンケートに回答した参加者にはQUOカード500

円分をプレゼントします。

各問い合わせ先

第14回 北国街道野々市の市
～富樫家と野々市～

イベント

日時　〈前夜祭〉９月 22日（火・休）18:00 ～ 19:30　※交通規制は 15:00 ～ 21:00
　　　〈本　祭〉９月 23日（水・祝）����9:00 ～ 15:00　※交通規制は����8:00 ～ 21:00
場所　本町二丁目～三丁目の本町通り、にぎわいの里ののいち カミーノ
内容　　　・輪島高

こう

洲
しゅう

太鼓と野々市「ののっこ太鼓小嵐」
　　　・子どもと若者のストリートダンス共演
　　　・弁慶の力石コンテスト
　　　・書道パフォーマンス

　　　・350個の夢灯篭（前夜祭）
　　　・野々市じょんから踊り流し（前夜祭）
　　　・プロジェクションマッピング（前夜祭）

◎喜多家住宅の特別無料公開
　「北国街道野々市の市」の開催に合わせて、喜多家住宅を無料公開します。
時間　9:00 ～ 17:00
◎関守石作成ワークショップ
　庭園の飛び石などに置かれる、縄を十文字に結んだ「関守石」を作ります。「ここから先
へは立ち入らないで」という静かな意思を伝える、日本独自の美しい文化を体験しませんか。
時間　13:00 ～ 15:00（随時）
講師　庭園研究会 北陸 生涯学習課　☎ 227－6122

北国街道野々市の市（23日）と同日開催
北国街道野々市の市実行委員会　☎ 090－8965－3258

◎大人も子どもも北国街道歴史入門
　滋賀県から小松、野々市へと続く北国街道をテーマに歴史入門イベントを開催します。
当日は彦根のひこにゃん、小松のカブッキーが野々市にやってきます。
時間　12:00 ～ 13:15
場所　にぎわいの里ののいち カミーノ 地域振興課　☎ 227－6160
◎市指定文化財修復完了記念
　能登半島地震で破損した市指定文化財「聖徳太子一代記図絵馬」の修復完了を記念して
一般公開を行います。修復を担当した県文化財保存修復協会の職員による説明会も行います。

生涯学習課　☎ 227－6122

[ 一般公開 ]
時間　10:00 ～ 15:00
場所　布市神社

[説明会 ]
時間　10:30 ～ 11:10
場所　にぎわいの里ののいち カミーノ

小松市イメージキャラ
クター

カブッキー

ひこにゃん ©彦根市
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スポーツ体験会・教室参加者募集

①らくらくエアロビクス教室

募集

②わくわくうんどう教室

　なじみのある心地よい音楽を聴きながら体幹をほ
ぐすことで、姿勢を整え脳を活性化させるエクササ
イズです。運動経験の少ない人や体力に自信のない
人も気軽に参加してください！

③モルック体験会

　市では、スポーツ推進委員が講師となり、ニュー
スポーツの体験会を実施しています。今月は木製の
棒を投げるモルックを実施します！　コントロール
や戦略が大切なスポーツで子どもから年配の人まで
誰でも気軽に楽しめます。
日　時　９月５日㈯ 14:00 ～ 15:30
場　所　市民体育館
持ち物　飲み物、内履き
その他　�運動できる服装で来てください。

　�９月１日㈫～11日㈮（土日除く）9:00～17:00
にスポーツ振興課へ電話または二次元コード

わくわくうんどう教室　
申し込みフォーム▶

※�主催者は、万一の事故やけがに備えて、傷害
保険に加入しています。
※�広報紙や市ホームページなどに写真を掲載する
場合があります。掲載されたくない場合は申し
出てください。

　運動が苦手な人でも大丈夫！
　跳び箱、鉄棒、マットなどを使って
楽しく体を動かしてみよう！

　各医療機関　 健康推進課  ☎ 248－3511

インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症
予防接種の案内

お知らせ

対象者
①接種日時点で65歳以上の人（昭和 36年 12月31日以前に生まれた人）
② �60～ 64歳で心臓、腎臓もしくは呼吸器などに重い病気を有する人、またはヒト免疫不全ウイルスによ
り日常生活がほとんど不可能な人

接種期間 10 月１日㈭～令和９年１月31日㈰（医療機関休診日を除く）
接種回数 各１回
接種費用 インフルエンザ：1,300 円　新型コロナウイルス感染症：4,500 円

接種場所 市内医療機関
※市外の医療機関で接種を希望する人は、必ず事前に健康推進課へ連絡してください。

発送時期 対象者には、２種類の予防接種券を同封して９月下旬から順次郵送します。

接種費用免除　
についてはこちら▶

接種費用の免除
　生活保護者または市民税非課税世帯に属する人は、接種費用が免除されます。該当する人で予防接種券右上
の接種費用の欄に「あり」と記載がある場合、必ず事前に免除申請をしてください。
　詳細は右上二次元コードまたは接種券に同封のお知らせを確認してください。

※この予防接種は義務ではありません。
※対象者が上記接種期間以外に接種する場合や対象者以外の人が接種する場合、費用は全額自己負担となります。

①スポーツセンター  ☎ 294－5511　／　②③スポーツ振興課  ☎ 248－1442

日　時　10月５日㈪～11月16日㈪の毎週月曜日
　　　　10:30 ～ 11:30（全６回）　※祝日を除く
場　所　スポーツセンター
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　50人（先着順）
参加費　1,000 円（初回徴収）
　�９月9日㈬～18日㈮（土日除く）9:00～17:00
にスポーツセンターへ申込書を提出または電話

日　時　10月2日㈮～30日㈮の毎週金曜日
　　　　16:00 ～ 17:00（全 5回）
場　所　スポーツセンター（要送迎）
対　象　市内在住の小学１～ 3年生
定　員　15人（先着順）
参加費　1,000 円（初回徴収）
持ち物　内履き、汗拭きタオル、飲み物
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市民協働課  ☎ 227－6040

９月１日～10月31日は行政相談月間
お知らせ

　総務省では、皆さんからの行政に関する苦情や意見・
要望などを受け付け、行政機関とは異なる立場から解
決を図り、行政運営の改善に役立てる行政相談を実施
しています。相談は、行政相談委員、総務省行政相談
センターきくみみ石川が受け付けています。

【行政相談の一例】
・道路に危険な箇所があるので直してほしい。
・公園の遊具が壊れているので修理してほしい。
・困りごとがあるがどうすればよいかわからない。

◆市民なんでも相談
行政相談委員や人権擁護委員がさまざまな相談を受けます。
日時　毎月第１火曜日 13:00 ～ 15:00
場所　市役所
※�相談日や場所は変わる場合があります。広報野々市 24
ページ「今月の相談など」を確認してください。

◆行政苦情 110 番
総務省行政相談センターきくみみ石川（石川行政評価事務
所）へつながります。
土日祝日・年末年始（12月 29日～１月３日）および夜間
（16:45 ～翌 9:00）は留守番電話で受け付けます。
☎ 0570－090110（全国共通）

◆市の行政相談委員の皆さんです。
　気軽に相談してください！

写真左から
髙桑奈美氏　北村博氏　塚本茂樹氏

平日 8:30 ～ 17:15 に建築住宅課　☎ 227－6087

地域優良賃貸住宅入居者募集
募集

間取り 部屋番号 家賃（所得
に応じて） 構造 建設

年度 風呂 トイレ ペット 駐車場 備考

1LDK 502
（５階）

34,200 ～
55,000 円

鉄筋コン
クリート
５階建

平成
24 年度

ユニット
バス 洋式 不可 １台可 オール電化、

エレベーター有

※駐車場を使用する場合は１台につき使用料 1,600 円 / 月が必要です。２台目は要相談。
※照明器具・空調設備・網戸・IHクッキングヒーターなどは自身で準備。

市ホームページはこちら▶

　子育て世帯などを対象とした地域優良賃貸住宅（中堅所得者向け）の募集を行います。なお令和８年熊本
地震で被災した世帯は、無償で入居できます。
　募集要項は市ホームページに掲載し、建築住宅課でも配布しています。

◆その他の世帯
◦�世帯の所得月額が、158,000 円を超え 487,000 円以下（見込みを
含む）で次のいずれかに該当する世帯
　　ア　�子育て世帯（18歳未満の人または妊娠している人がいる世帯）
　　イ　新婚世帯（結婚して５年目まで）
　　ウ　高齢者世帯（申込者が 60歳以上でその他要件あり）
　　エ　障害者などがいる世帯
◦同居する親族がいる。（単身入居不可）

※その他詳細は募集要項を確認してください。

◆令和８年熊本地震で被災した世帯
◦�住宅の全壊などにより、居住する住
宅の確保が困難となった世帯（罹

り

災
さ い

証明書の提出が必要）
◦�入居期間は原則６カ月（個々の事情
に応じ、最長１年まで延長可能）
◦単身入居可

選 定 方 法　�先着順に書類審査を行い、入居者を決定します。
住宅の概要（つばきの郷住宅　二日市五丁目 333番地）

入居資格など
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　日本年金機構金沢南年金事務所  ☎ 245－2311　／　保険年金課  ☎ 227－6072
【請求などで困った場合】給付金専用ダイヤル  ☎ 0570－05－4092

年金生活者支援給付金
お知らせ

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得が一定基準額以下の年金受給者の生活の支
援を図ることを目的に、年金に上乗せして支給されるものです。
　今年度から新たに支給の対象になる人には、日本年金機構から案内を順次送付しています。既に給付金を
受け取っている人は、改めて手続きをする必要はありません。
対象（令和８年８月時点）
◦老齢基礎年金を受給していて、以下の要件を全て満たす人
　① 65歳以上
　②世帯全員が住民税非課税
　③前年の年金収入額とその他の所得の合計が以下の人
　　・昭和 31年４月２日以後生まれの人は、809,000 円以下
　　・昭和 31年４月１日以前生まれの人は、806,700 円以下
請求手続き
　案内に同封されている請求書（はがき）に記入し、日本年金機構に提出してください。

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話やメールに注意
　日本年金機構や市役所から、年金受給に関しての電話やメールでの勧奨は行っていません。不審に感じた
時は、金沢南年金事務所に問い合わせてください。

◦�障害基礎年金または遺族基礎年金を受給していて、
以下の要件を満たす人
　・前年の所得が 4,794,000 円＋扶養親族の数×
　　380,000 円※以下の人
　※�同一生計配偶者のうち 70 歳以上の人または老人扶養
親族の場合は 48万円、特定扶養親族または 16歳以上
19歳未満の扶養親族の場合は 63万円となります。

申し込み　
フォーム▶

発達相談センター講演会
発達の特性にあわせたゲームとの付き合い方

講座・教室

日時　９月 26日㈯ 14:30 ～ 16:30
場所　にぎわいの里ののいち��カミーノ
講師　内藤暢茂氏（ときわ病院院長）
定員　約 30人

　９月 16 日㈬までに二次元コードまたは福祉総務課  ☎ 227－6063

市民向け手話講座

　聞こえない・聞こえにくい人に対する理解と、
手話でのコミュニケーション方法を学び、ゲーム
を通して楽しく交流します。

講座・教室
申し込みフォーム▶

日時　９月 22日（火・休）① 10:00 ～ 12:00
　　　　　　　　　　　 ② 13:30 ～ 15:30
場所　学びの杜ののいち��カレード
対象　手話に興味・関心のある人、
　　　聴覚障害者に対する理解を深めたい人
定員　各回 20人（定員になり次第締め切り）

９月 23日は手話言語の国際デー＆手話の日！
　「手話言語の国際デー」は、手話言語が音声言語と
対等であることを認識し、ろう者の人権を保障する
ために国連によって定められました。国内において
も「手話に関する施策の推進に関する法律」により、
この日を「手話の日」と定めています。
　市ではこの日に合わせて、9月 23 日（水・祝）の
18時～ 22時に市庁舎シンボル塔を世界ろう連盟の
ロゴの色の青色にライトアップします。

　９月 17 日㈭までに二次元コード　 　発達相談センター  ☎ 248－1333

　子どもの「ゲームが好き」という気持ちを
大切にしながら、家族みんなが笑顔で過ごす
ためのヒントを臨床経験豊富な内藤暢

のぶ

茂
しげ

氏に
教わります。
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地
区
の
催
し

本
町
地
区

◎
食
肉
セ
ミ
ナ
ー
①

金
沢
で
食
と
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ

青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
牛
肉

寿
司
・
豚
ス
テ
ー
キ
の
り
ん
ご
ソ
ー
ス

を
調
理・試
食
。
鈴
木
大
拙
館
の
見
学
、

森
八
で
は
金
沢
菓
子
木
型
美
術
館
見
学

と
落
雁
作
り
の
体
験
を
し
ま
す
。

日
時
９
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分

集
合
場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち

カ
ミ
ー
ノ

講
師
仕し

平へ
い

幹
子
氏
（
青
木
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
講
師
）

対
象
本
町
地
区
住
民

定
員
18
人
（
先
着
順
）

参
加
費
１
５
０
０
円（
申
込
時
徴
収
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

９
月
８
日
㈫
か
ら
野
々
市
公
民

館

☎
２
４
８・０
５
２
１

富
奥
地
区

◎
マ
モ
ル
ま
な
べ
る
ト
ラ
ベ
ル

～
様
々
な
も
の
を
マ
モ
ル
を
巡
る
～

日
時
９
月
29
日
㈫
午
前
９
時
20
分
出

発
、
午
後
４
時
30
分
帰
着
予
定

集
合
場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

内
容
自
衛
隊
金
沢
駐
屯
地
の
見
学
、

隊
員
食
堂
で
昼
食
、
県
立
歴
史

博
物
館
で
「
国
立
民
族
学
博
物

館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
世
界
の
か

わ
い
い
衣
装
」
鑑
賞
、
い
し
か

わ
生
活
工
芸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
鑑

賞
（
解
説
付
）、
繭ま

ゆ

細
工
体
験

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
20
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
・
入

館
料
・
体
験
料
含
む
）

９
月
８
日
㈫
～
11
日
㈮
に
富
奥

公
民
館

☎
２
４
８・０
８
２
９

富
奥
・
押
野
地
区

◎
県
政
に
つ
い
て
学
ぶ「
女
性
県
政
バ
ス
」

日
時

10
月
14
日
㈬
午
前
９
時
出
発
、

午
後
４
時
帰
着
予
定

集
合
場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

内
容
受
け
継
が
れ
る「
美
」に
つ
い
て

学
ぼ
う

見
学
施
設
金
沢
城
公
園
、
堤
亭(

昼

食)

、
県
立
美
術
館
、
県
立
大

学
果
樹
園

対
象
富
奥
地
区
・
押
野
地
区
住
民
の

女
性

定
員
40
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費
２
２
０
０
円

持
ち
物
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格

証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）、
筆
記

用
具
、
飲
み
物

９
月
11
日
㈮
～
15
日
㈫
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
対
象
地
区
公
民
館
窓
口

富
奥
公
民
館
☎
２
４
８・０
８
２
９

��

押
野
公
民
館
☎
２
４
８・２
８
３
９

郷
地
区

◎
脳
ト
レ
健
康
麻
雀
教
室
＆
カ
フ
ェ

実
際
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
牌は

い

に
触
れ
な
が

ら
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
役
な
ど
を
解
説
し

ま
す
。
順
序
立
て
て
覚
え
ら
れ
る
よ
う

に
定
期
的
に
開
催
予
定
で
す
。

日
時
９
月
18
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

30
分

場
所
郷
公
民
館

対
象
郷
地
区
住
民

定
員
20
人
（
先
着
順
）

９
月
16
日
㈬
ま
で
に
郷
公
民
館

☎
２
４
８・０
２
５
０

イ
ベ
ン
ト

女
性
セ
ン
タ
ー

◎
椿
油
を
使
っ
た
蒸
し
料
理

つ
ば
き
油
を
使
っ
て
梅
と
じ
ゃ
こ
の

炊
き
込
み
ご
飯
、
レ
ン
コ
ン
鶏
肉
団
子

な
ど
を
作
り
ま
す
。

日
時
９
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

場
所
女
性
セ
ン
タ
ー

講
師
市
民
活
動
団
体
ｅ
‐
や
ん

対
象
市
民

定
員
14
人

材
料
費
９
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
手
拭

き
タ
オ
ル

９
月
５
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
女

性
セ
ン
タ
ー

◎
和
布
を
楽
し
む

お
地
蔵
さ
ん
２
体
を
作
り
ま
す
。
展

示
見
本
も
あ
り
ま
す
。

日
時
９
月
29
日
㈫
、
10
月
６
日
㈫
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
全

２
回
）

場
所
女
性
セ
ン
タ
ー

講
師
山
田
ひ
な
こ
氏

対
象
市
民

定
員
15
人
（
先
着
順
）

材
料
費
１
３
０
０
円
（
初
回
徴
収
）

持
ち
物
裁
縫
箱

９
月
８
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
女

性
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
６・０
８
１
０

喜
多
家
お
そ
う
じ
作
戦
初
秋
編

日
時
９
月
12
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所
国
指
定
重
要
文
化
財

喜
多
家

住
宅

対
象
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

定
員
30
人

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

帽
子
、
軍
手

服
装
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服

駐
車
場
郷
土
資
料
館
Ｎ
ｏ
Ｎ
ｏ
専
用

駐
車
場

９
月
８
日
㈫
午
後
５
時
ま
で
に

の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽
部
事
務
局
（
市

観
光
物
産
協
会
内
）☎２

４
８・７
３
３
２
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秋
の
星
空
観
望
会

月
や
土
星
を
天
体
望
遠
鏡
で
観
望
し

ま
す
。
持
参
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

月
の
望
遠
鏡
写
真
も
撮
影
で
き
ま
す（一

部
機
種
を
除
く
）。

日
時
９
月
21
日（
月・祝
）午
後
７
時

～
９
時
（
予
備
日
は
10
月
17
日

㈯
）

場
所
あ
ら
み
や
公
園

定
員
１
０
０
人
（
先
着
順
）

協
力
県
天
文
家
の
皆
さ
ん

そ
の
他
天
候
に
よ
り
、
開
催
可
否
な

ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
当

日
の
午
後
５
時
30
分
以
降
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
ま
す
。

左
記
二
次
元
コ
ー
ド

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
▼

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

☎
２
４
８・８
０
０
０

市
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

日
時
９
月
26
日
㈯
午
前
８
時
45
分
～

午
後
４
時

場
所
野
々
市
小
学
校

参
加
費
１
人
５
０
０
円

チ
ー
ム
編
成
１
チ
ー
ム
３
人
編
成

　
　
　
※
性
別
問
わ
ず
。
小
学
生
を
含

む
家
族
の
部
あ
り
。

９
月
19
日
㈯
ま
で
に
市
ペ
タ
ン

ク
・
ブ
ー
ル
協
会

長
田

☎
０
８
０・３
０
４
８・８
３
２
４

ツ
バ
キ
の
実
の
収
穫

野
々
市
中
央
公
園
に
あ
る
ツ
バ
キ
の

実
を
収
穫
し
ま
す
。
つ
ば
き
油
入
り
パ

ン
、
の
っ
テ
ィ
の
水
が
も
ら
え
ま
す
。

日
時
９
月
13
日
㈰
午
前
９
時
～
10
時

30
分（
８
時
45
分
椿
館
前
集
合
）

場
所
野
々
市
中
央
公
園

定
員
50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
帽
子
、
飲
み
物

そ
の
他
安
全
の
た
め
、
長
袖
・
長
ズ

ボ
ン
を
着
用
し
、
各
自
で
熱
中

症
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
団
体
ｅ
‐
や
ん

☎
０
９
０・５
１
７
６・３
６
０
２

歴
史
探
訪
ツ
ア
ー

◎
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
を
学
ぶ
ヒ

ス
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
～
日
本
最
古
の
合ご

う

口ぐ
ち

取
水
施
設
を
歩
こ
う
～

手
取
川
七
ヶ
用
水
の
拠
点
と
な
る
白

山
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
巡
る
歴
史
探

訪
ツ
ア
ー
で
す
。
普
段
は
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
大
水
門
と
給
水
口
を
つ
な
ぐ

ト
ン
ネ
ル
の
中
を
見
学
で
き
ま
す
。

日
時
10
月
17
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

※
小
雨
決
行

集
合
場
所
白
山
管
理
セ
ン
タ
ー
（
白

山
市
）

定
員
50
人
（
先
着
順
）
※
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴

持
ち
物
長
靴
、
懐
中
電
灯

10
月
２
日
㈮
ま
で
に
手
取
川
七
ヶ

用
水
土
地
改
良
区
に
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〒
９
２
４・
０
８
７
１

白
山
市
西
新

町
１
５
９・
２

手
取
川
七
ヶ
用
水
土

地
改
良
区

宛

２
７
６・１
１
６
７

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
▼

手
取
川
七
ヶ
用
水
土
地
改
良
区

☎
２
７
６・１
１
６
６

講
座
・
教
室

文
化
財
講
演
会

◎
高
尾
城
の
実
像
に
迫
る
～
発
掘
成
果

よ
り
～

金
沢
市
が
史
跡
指
定
を
目
指
す
「
高

尾
城
跡
」。発
掘
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、

富
樫
氏
の
山
城
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

日
時
９
月
26
日
㈯
午
前
11
時
～
正
午

場
所
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

講
師
庄
田
知
充
氏
（
金
沢
市
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
）

生
涯
学
習
課☎

２
２
７・６
１
２
２

高
齢
者
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

日
時
９
月
28
日
㈪
午
後
１
時
10
分
集

合
、
１
時
30
分
開
始
（
２
時
間

程
度
）

場
所
北
鉄
自
動
車
学
校

内
容
〈
講
習
〉
安
全
運
転
に
つ
い
て

　
　
　〈
実
技
〉
教
習
所
内
で
道
路
交

通
法
に
従
っ
た
走
行
な
ど

※
運
転
免
許
更
新
時
の
高
齢
者
講
習
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
る
65
歳
以
上
の
市
民

持
ち
物
運
転
免
許
証

９
月
11
日
㈮
ま
で
に
総
務
課

☎
２
２
７・６
０
５
１

フ
レ
イ
ル
予
防
の
料
理
教
室

日
時
10
月
９
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
食
事

に
つ
い
て
の
講
話
、
は
ん
ぺ
ん

の
ふ
わ
ふ
わ
焼
き
な
ど
の
調
理

対
象
市
民

定
員
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
５
０
０
円

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

き
タ
オ
ル

９
月
25
日
㈮
ま
で
に
健
康
推
進

課

☎
２
４
８・３
５
１
１

ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド

市
民
公
開
講
座

「
断
ら
な
い
救
急
」に
つ
い
て
の
講
演

や
舞
の
海
秀
平
氏
の
特
別
講
演
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
時
10
月
４
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

場
所
松
任
文
化
会
館
ピ
ー
ノ（
白
山
市
）

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院

☎
２
７
５・２
２
２
２
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

◎
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

地
域
で
認
知
症
の
人
を
見
守
る
支
援

者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
９
月
��
日
㈭
午
前
��
時
～
��
時

3�
分

場
所
市
役
所

定
員
2�
人
（
先
着
順
）

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
介

護
長
寿
課

◎
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
学

ん
だ
知
識
を
地
域
の
見
守
り
な
ど
に
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
で
困
っ

て
い
る
人
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
��
月
�4
日
㈬
午
後
１
時
3�
分
～

３
時
3�
分

場
所
市
役
所

対
象
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
済
み
の
人
ま
た
は
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
人

��
月
�2
日（
月・
祝
）ま
で
に
左

記
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
介
護
長
寿
課

☎
２
２
７・６
０
６
７

市
民
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
連
続
講
座

◎
第
22
期
生
募
集
！
～
人
の
話
や
悩
み

を
聴
く
コ
ツ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
～

（
市
×
金
沢
工
業
大
学
連
携
事
業
）

日
程
・
内
容
①
��
月
３
日
㈯

開
講

式
、
傾
聴
訓
練
な
ど
②
��
月
��

日
㈯

社
会
資
源
・
相
談
窓
口

の
紹
介
、
修
了
式

時
間
午
前
��
時
～
午
後
１
時

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち
カ

ミ
ー
ノ

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、

市
内
で
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を

し
て
い
る
人

定
員
3�
人

９
月
�8
日
㈮
ま
で
に
福
祉
総
務

課

☎
２
２
７・６
０
６
３

ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド

募
集

金
沢
産
業
技
術
専
門
校
入
校
生

募
集
学
科
（
訓
練
期
間
）
①
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
科（
２
年
）②
電
気

工
事
科（
１
年
）③
総
合
建
築

科（
２
年
）

対
象
①
②
高
卒
以
上
③
中
卒
以
上

　
　
　
（
い
ず
れ
も
お
お
む
ね
3�
歳
以
下
）

選
考
日
��
月
９
日
㈮
午
前
��
時
開
始

選
考
方
法
学
科
試
験
お
よ
び
面
接

９
月
3�
日
㈬
ま
で
に
県
立
金
沢

産
業
技
術
専
門
校☎

２
６
７・２
２
２
１

お
知
ら
せ

子
ど
も
の
転
落
事
故
を
防
ご
う

住
宅
の
窓
や
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
子
ど

も
の
転
落
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

わ
ず
か
な
油
断
や
思
い
込
み
が
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

建
築
住
宅
課☎

２
２
７・６
１
３
６

空
き
家
実
態
調
査
の
実
施

市
内
の
空
き
家
な
ど
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
、
８
月
～
９
月
に
市
の
委
託

業
者
の
調
査
員
が
現
地
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
市
内
全
域
の
空
き
家
、
空
き
店

舗
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
建
物

委
託
業
者
株
式
会
社
国
土
開
発
セ
ン

タ
ー
（
調
査
員
は
作
業
服
を
着

用
、
腕
章
と
身
分
証
を
携
帯
）

調
査
方
法
外
観
目
視
（
写
真
撮
影
含

む
）
に
よ
り
空
き
家
な
ど
の
危

険
性
な
ど
を
判
定

※
調
査
員

が
む
や
み
に
敷
地
内
に
立
ち
入

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
築
住
宅
課☎

２
２
７・６
０
８
７

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

火
災
警
報
器
は
全
て
の
住
宅
で
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
月
１
回

を
目
安
に
作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
で
、
正
常
に
作
動
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
��
年
を
目
安
に
本
体

の
交
換
を
推
奨
し
ま
す
。
大
切
な
家
族

の
命
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部

☎
２
７
６・９
４
８
２

行
政
書
士
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
ほ
か
各
種
許
認
可
申
請

手
続
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
で
き

ま
す
。

◎
電
話
相
談

日
時
��
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
午
前
��

時
～
午
後
４
時

相
談
専
用
電
話

☎
２
６
８・９
１
１
０

◎
面
談
に
よ
る
相
談

日
時
①
��
月
３
日
㈯
②
��
月
４
日
㈰

午
前
��
時
～
午
後
４
時

場
所
①
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
津
幡
、
交
遊

舎
②
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
金
沢
、
か

ほ
く
市
七
塚
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

石
川
県
行
政
書
士
会

☎
２
６
８・９
５
５
５
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